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新型コロナウイルス感染症対策 

緊急要望・提言書（第４回） 

 

新潟市議会 翔政会 

 

本市において新型コロナウイルスの感染が確認されてからまもなく一年が経とうとしています。 

まずもって、この間本市における感染爆発や医療崩壊を防ぐべく、ご協力くださっているすべて

の市民の皆さまに敬意を表するとともに、昼夜をいとわず奮闘する医療従事者並びに保健所職員に

市民を代表し、心より感謝申し上げます。 

 

現在、我が国を第３波の感染拡大が襲い、特に首都圏を中心にこれまでにない感染者数が連日報

告されています。 

すでにＧｏ Ｔｏトラベルの一時停止や感染拡大地域における飲食店への時短営業要請などの対

策が講じられていますが、残念ながら感染拡大に歯止めがかかっていない状況です。 

ワクチン接種の開始が見込まれるなど明るいニュースはあるものの、連日報道されている欧米な

どにおける爆発的な感染拡大や、英国等で確認された感染力が高いとされる変異種の国内感染の報

道は、ウイルスが活性化する冬季間ということも相まって、市民の不安の高まりに繋がっています。 

 

一方で本市においては、市民による感染予防の取り組みや医療従事者による献身的な対応、保健

所を中心とした徹底したクラスター対策などにより、人口１０万人あたりの感染者数や死亡者数は

現在のところ最小限に抑えられていると評価します。 

しかしながら、昨年１２月の県による警報発令以降ほぼ毎日感染が確認されており、いつ本市が

感染拡大地域になってもおかしくないという心構えで、油断せず一層対策を強化していく必要があ

ることは言うまでもありません。 

 

この５日に花角知事が警報の継続を発表し、政府は本日にも首都圏を対象とした緊急事態宣言を

発する見通しです。こうした警報や緊急事態宣言の内容を十分踏まえながら、本市としても今まさ

に、市民に対して適切かつ落ち着いた行動を求めるための重要なメッセージを発信する時だと考え

ます。 

わが翔政会は、市民の生命と財産を守ることを大義とし、以下、緊急要望・提言を申し上げます。 
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緊急要望・提言事項 

 

◆本県警報及び政府による緊急事態宣言に関する対応として 

一、県と連携し、市民に適切かつ落ち着いた行動を求めるメッセージを発信されたい。 

一、成人式の開催にあたっては万全の態勢で臨むこと。その際、あらゆる手段を使い、開催日直前の感

染拡大地域からの帰省の自粛や式典後の会食などの自粛を呼びかけることを求める。 

一、市民に緊急事態宣言対象地域をはじめとした感染拡大地域への不要不急の往来自粛を要請されたい。 

一、緊急事態宣言対象地域をはじめとした感染拡大地域で行われる受験にあたっては、帰省後一定期間

市内の宿泊施設で待機できるような支援策を講じられたい。 

一、県と連携してワクチン接種に関する国の動向などを注視し、供給態勢が整った際には迅速かつ円滑

なワクチン接種が行えるよう入念に準備されたい。 

一、市民が適切かつ落ち着いて行動できるよう、変異種や後遺症、子ども・若者への影響など市民が不

安に感じていることについては、専門家の知見をいただきながら正しい情報を発信されたい。 

◆感染の更なる拡大に備えて 

一、県と連携し、医療体制の更なる充実・強化を検討されたい。また、無症状者軽症者宿泊療養施設の

拡充も併せて検討されたい。 

一、感染者の急増に際しても濃厚接触者の追跡が適切に行われるよう、保健所の更なる体制強化を早急

に検討されたい。 

一、医療・福祉・介護において必要な人材確保が叶うよう支援策を講じられたい。 

一、本市で発生した高齢者施設におけるクラスターを踏まえ、施設職員並びに新規入所者を対象とした

ＰＣＲ検査助成制度の更なる拡充を求める。 

◆市民生活を守るために 

一、滞らせることができない教育、保育の現場におけるクラスター対策を再度徹底されたい。 

一、生活困窮者向け総合相談窓口の設置・拡充を図られたい。 

一、ひとり親で、かつ障がい者のいる家庭など、社会的弱者への更なる支援強化を講じられたい。 

一、雇用調整助成金申請の素地となる適正な雇用契約締結や労務管理等がなされ、幅広く活用されるよ

う、事業者への指導及び支援策を求める。 

一、コロナ禍に加え、今般の積雪も相まって高齢者のみ世帯の孤立が懸念される。地域住民や事業者の

協力を得ながら見守り体制を確保されたい。 

一、医療従事者や感染者などに対する誹謗中傷・差別は重大な人権侵害であるだけでなく、医療体制の

確保や濃厚接触者の特定などにおいて大きな支障となる。引き続き誹謗中傷・差別を防ぐためのメ

ッセージの発信を求める。 

◆地域経済の再興に向けて 

一、より厳しい状況に置かれた観光・飲食関連産業を支えるウィズコロナ経済対策として、マイクロツ

ーリズムの推奨や地産地消の奨励など、市民理解を得ながら具体的に支援策を講じられたい。 

一、現在支援策が中断し、さらに厳しい状況に追い込まれているホテル・旅館、仕出し、割烹等を守り

抜く強いメッセージを発信するとともに、感染収束期においては期間の延長や対象事業者の拡大な

ど更なる支援拡充を求める。 

一、感染収束期を想定したダイナミックな景気刺激策を準備、構築されたい。 

 


